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「コミュニティの希薄化」について取り上げ、コミュ
ニティの存在が欠損していることで多面的な損害が発
生していると考えた。 
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  ０ はじめに 

～コミュニティの希薄化から 

 見られる福祉／教育の問題～ 
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０ はじめに 

公 
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 公＝行政 

 共＝地域 
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 私＝家庭 

 公＝学校及び公教育 

 共＝地域 
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０ はじめに 

釧路市の中でも高齢化・コミュニティの希薄化が顕著
に表れている橋南地区に焦点を当てる。 

 

コミュニティ形成の機会を設け、共的な部分の拡充の
ために 

 

「フットパス」を提案する 
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Ⅰ現状分析 
 ～私と公の限界～ 
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Ⅰ 現状分析 
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家庭内扶助機能の弱体化による共助の必要性 



Ⅰ 現状分析 

Ⅰ-1)福祉における現状 

  家庭内扶助機能の弱体化 

10 

約5.2人 

約2.2人 

S.15年 

H.22年 



Ⅰ 現状分析 

Ⅰ-1)福祉における現状 
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Ⅰ 現状分析 

 
Ⅰ-1)福祉における現状 

  

単身高齢者世帯・高齢者夫婦世帯の増加 

 

 

 

 

  家庭内扶助機能の弱体化 
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Ⅰ 現状分析 

 
Ⅰ-1)福祉における現状 

  

家庭内扶助機能の弱体化による問題・・・ 

 

（ⅰ）介護者のいない高齢者、老老介護の増加 

 

（ⅱ）居宅サービスの増加 
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Ⅰ 現状分析 

 
Ⅰ-1)福祉における現状 

  
  （ⅰ）介護者のいない高齢者、老老介護の増加 

 
 

   要介護認定を受けており認知症の夫が遺体で 

   発見された案件が発生 
             

 

※朝日新聞2013年1月の記事より 
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Ⅰ 現状分析 

 
Ⅰ-1)福祉における現状 
 

結果：公的扶助（介護保険制度）を受けていたが・・・ 

   ⇒共倒れ 

 

 

   

 

 

      共助による補完が必要 
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